
 

 
                        

 

  
 

                           

 

こ
の
秋
も
、
御
本
部
生
神
金
光
御
大
神
大

祭
に
参
拝
の
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

教
祖
様
が
お
現
わ
し
下
さ
い
ま
し
た
生
神

金
光
大
神
御
取
次
の
道
の
働
き
の
中
に
、
私

ど
も
は
助
け
ら
れ
立
ち
行
く
お
か
げ
を
蒙
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
御
礼
申
し
上

げ
る
参
拝
で
あ
り
ま
す
。 

教
祖
様
四
十
二
才
の
お
正
月
、
ま
だ
神
様

お
言
葉
も
下
が
ら
な
か
っ
た
頃
、
厄
負
け
し

な
い
よ
う
に
吉
備
津
宮
に
参
拝
さ
れ
た
時
、

吉
凶
を
占
う
鳴
釜
神
事
で
二
度
音
が
鳴
り
ま

し
た
。 

教
祖
様
は
四
月
に
な
り
、
の
ど
け
の
病
に

か
か
ら
れ
親
族
一
同
で
祈
念
を
さ
れ
て
い
た

時
、
神
様
か
ら
「
正
月
朔
日
に
、
氏
神
広
前

ま
い
り
来
て
、
ど
の
よ
う
に
手
を
合
わ
せ
て

頼
ん
だ
か
、
…
熱
病
の
番
で
あ
っ
た
が
、
熱

病
で
は
助
か
ら
ん
の
で
、
の
ど
け
に
神
が
ま

つ
り
か
え
て
や
り
。
心
徳
を
も
っ
て
神
が
助

け
て
や
る
。」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
詳

し
く
は
「
金
光
大
神
覚
」
拝
読
さ
れ
た
し
） 

こ
と
に
日
柄
方
位
を
大
切
に
す
る
過
ち
を

踏
み
な
が
ら
も
こ
と
に
実
意
丁
寧
な
ご
信
心

を
さ
れ
、
お
正
月
に
は
、
鞆
祇
園
宮
・
吉
備

津
宮
・
西
大
寺
観
音
と
参
拝
さ
れ
た
か
ら
こ
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そ
「
心
徳
を
も
っ
て
神
が
助
け
て
や
る
」
と

仰
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

現
代
に
生
き
、
お
道
の
信
心
の
中
で
お
か

げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
ど
も
は
、

せ
め
て
春
・
秋
の
御
本
部
御
大
祭
に
参
拝
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
大
難
や
大
厄
か
ら
助
け

て
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
だ
け
の
「
心
徳
」

を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 御
本
部 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

 
 

参 
拝 

朝
夕
は
少
し
涼
し
さ
を
感
じ
、
秋
ら
し
く

な
っ
て
き
た
十
月
三
日(

土)

午
前
八
時
過
ぎ

に
加
治
木
教
会
を
出
発
し
、
御
本
部
生
神
金

光
大
神
御
大
祭
に
、
三
名
の
参
拝
者
で
出
発

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
前
九
時
に
人
吉
イ
ン
タ
ー
入
口
で
多
良

木
教
会
か
ら
の
参
拝
者
二
名
と
合
流
し
、
一

路
ご
霊
地
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 今

回
は
昼
食
を
車
中
で
頂
か
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
夕
方
四
時
過
ぎ
に
、
無

事
ご
霊
地
に
到
着
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
教
主
金
光
様
の
お
退
け
お
見
送
り
に

間
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

宿
泊
は
光
風
館
で
し
た
の
で
、
午
後
七
時

半
か
ら
の
、
会
堂
で
の
夜
の
御
祈
念
や
、
修

徳
殿
で
の
「
吉
備
舞
の
夕
べ
」
に
も
行
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

朝
の
、
金
光
様
の
お
出
ま
し
お
迎
え
、
朝

の
集
会
、
奥
津
城
参
拝
も
で
き
、
有
り
難
い

こ
と
で
し
た
。 
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  今

年
の
少
年
少
女
全
国
大
会
に
向
け
て
の 

ま
ご
こ
ろ
運

動 

の
結
果 

折
り
鶴 

 
一
〇
〇
一
羽 

古
切
手 

 

一
六
枚 

鉛 

筆 
  

一
三
本 
集
ま
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
折
り
鶴
は
、

わ
か
ば
祭
に
お
供
え
さ
れ
、
広
島･
長
崎
の
平
和
記
念

公
園
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

                 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

十
一
月 

福
山
蝶
子 

之
霊
神

・
４
日
・
令
和
３
年 

小
坂
道
夫 

之
霊
神

・
９
日
・
平
成
24
年 

濱
口
タ
エ 

之
霊
神

・
11
日
・
昭
和
12
年 

中
村
光
志 

之
霊
神

・
12
日
・
平
成
19
年 

大
重
為
昭
大
人 

之
霊
神･

13
日･

平
成
12
年 

吉
屋
ア
イ 

之
霊
神

・
14
日
・
昭
和
56
年 

瀬
尾
清
博 

之
霊
神

・
17
日
・
昭
和
49
年 

津
上
繁
子
姫
之
霊
神
・

19
日
・
平
成
29
年 

大
重
愛
子 

之
霊
神

・
20
日
・
平
成
２
年 

中
村
ハ
ル 

之
霊
神

・
21
日
・
大
正
７
年 

桐
野
ハ
ル 

之
霊
神

・
21
日
・
昭
和
63
年 

井
ノ
口
明
子 

之
霊
神

・
23
日
・
令
和
５
年 

金
竹
ナ
ミ 

之
霊
神

・
24
日
・
平
成
19
年 

青
木
久
治 
之
霊
神

・
30
日
・
令
和
２
年 

岡
山
エ
ク 
之
霊
神

・
24
日
・平
成
25
年 

      

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(
か
く
り
よ)

で
の
お
働

き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉
串
奉
て
ん
を
準

備
し
て
い
ま
す
。 

 

 

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

秋
迎
え
本
部
大
祭
仕
え
ら
れ 

徳
賜
わ
り
ぬ
参
拝
終
え
て 

 
 

果
物
の
や
や
安
く
な
る
ス
ー
パ
ー
の 

値
段
を
見
て
ぞ
秋
を
感
ず
る 

 

南
方
の
海
を
西
へ
と
台
風
の 

横
切
り
だ
し
て
暖
か
く
な
り 

 

秋
涼
し
有
り
難
き
か
な
暑
く
な
く 

寒
く
も
な
し
で
作
業
か
か
り
ぬ 

  

あ
し
あ
と  

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１(

木)
 

報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

併
せ
て 

教
祖
御
生
誕
祭 

３(

土)

～
４(

日)

御
本
部
御
大
祭
参
拝 

９
（
金
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

13
（
火
）
県
教
誨
師
会
会
議 

14
時
～ 

15
（
木
）
連
女
性
委
員
会(

上
荒
田

教

会) 

11
時 

21
（
水
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共

励

会

13
時
半 

25
（
日
）
多
良
木
教
会
90
年
記
念
祭
11
時 

 

〃 
 

出
水
教
会
100
年
記
念
祭
11
時 

31
（
土
）
清
掃
御
用    

10
時 
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十
一
月
二
十(

金)

午
後
一
時
半 

月
例
祭
に
併
せ
て 

立

教

記

念

祭 

並
び
に 

新

穀

感

謝

祭 
 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 

十
一
月
二
十
九
日(

日)
午
前
十
一
時 

加
治
木
教
会 

 
 

前
日
清
掃
御
用 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 
奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 
 
 
 

大
口
教
会
長 

講
師 

安
武 

秀
信 

先
生 

 

《
御
大
祭
日
程
》 

  

11 

月 
 

14
（
土)

 

大
口
教
会
御
大
祭 

12
時 

15
（
日)

 

鹿
児
島
会
130
年
記
念
祭 

11
時 

23
（
祝
）
宮
之
城
教
会
65
年
記
念
祭
11
時 

28
（
土
）
人
吉
教
会
御
大
祭 

11
時 

29 (

日)
 

加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

 

  

12 

月 
 

３
（
木)
 

甘
木
親
教
会
御
大
祭 

11
時 

  

 教 

会 

行 

事 
 

…
…  

11 

月 

…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

８
（
日
）
少
年
少
女
会
「
野
外
調
理
」 

９
（
月
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

14
（
土) 

大
口
教
会 

御
大
祭 

12
時 

15
（
日) 

鹿
児
島
会
130
年
記
念
祭 

11
時 

19
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

20 (

金) 

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

 
 
 

併
せ
て 

立
教
記
念
祭･

新
穀
感
謝
祭 

22
（
日) 

宮
之
城
記
念
祭
お
手
伝
い(

教
会
長) 

23
（
祝
）
宮
之
城
教
会
65
年
記
念
祭

11
時 

24
（
火
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

28
（
土
）
人
吉
教
会
御
大
祭 

11
時 

〃 
 
 

清

掃

御

用     

10
時 

29 (

日) 

加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

30
（
月
）
教
誨
御
用 

（
教
会
長
） 

       

  

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
火
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
木
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

７
（
月
）
連
さ
つ
ま
会(

教
会
家
庭
婦
人
会
・

上
荒
田
教
会
に
て

)

 10
時 

８
（
火
）
連
布
教
協
議
会(

加
治
木

教

会)
 

10
時
半 

９
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
木
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

13
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭

（
参
拝
は

未

定

） 

21
（
月
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
火
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

23
（
水
）
安
武
文
雄
大
人
立
日 

御
祈
念
11
時 

29
（
火
）
清

掃

御

用  

10
時 

30
（
水
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

 

◆
１
月
初
旬 

光
風
館
予
約
日  

10
時 

         

 


